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細胞はBHK-21細胞を使用。ウイルスはデング 1 型より 4 型(D V 1 ~DV 4) までの 4 種を用い，
それに対応する抗血清をウサギ、で、作った。抗ペルオキシーダゼ血清をウサギで作り， PAP complex 
を Sternbergerの方法に従って作成した。感染細胞の準備をLab-Tekの 8chamber tissue culture 
slideで、行い， PAP法と FA法で染色した。 PAP法の場合，一次血清は抗DVウサギ血清を，二次血



































の研究に着手し，先づ酵素標識抗体染色の一法である Peroxidase ・ anti-peroxidase法(PAP法)を利
用するフォーカス計数によってこのウィルスの感染価を，正確に且短時間内に測定する方法を確立し
- 74-
た。続いてこの方法を用いて抗デングウィルス中和抗体をフォーカス減少法によって定量的に測定で
きることを示し，一方デングウィルス感染細胞の標識抗体による染色においてはピリオン表面抗原の
みならず，他のウイルス抗原の関与をも示唆する結果を報告した。又上記方法をFITC標識抗体によ
る染色法と比較してPAP法によるフォーカスの感染価指標としての妥当性を確認し，更に著者の確
立した方法が疫学的利用の面をはじめとし，幾つかの点においてFITC法に勝ることを知った。
以上の結果は，デングウィルス，および関連するフラピウィルス群ウィルスの研究における評価す
べき所見であり，将来これらウイルスによる疾患の疫学，又その診断，予防等に貢献するものである
と期待される。
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